
(1) 気象警報等

（資料）№１

令和８年８月１７日（月） 奥州市議会全員協議会資料 市民環境部危機管理課

１ 対応状況等

【人的被害】 なし

２ 被害状況等

８月１日 21：22 災害警戒本部を設置

８月２日 ７：30 災害警戒本部から災害対策本部に切替え

８月３日 ８：15 災害対策本部を廃止

(2) 災害対策本部

８月２日 ７：30 避難指示発令（前沢・古城・白山・生母地区）

８月２日 15：00 避難指示変更（前沢地区の一部）

８月３日 ８：15 避難指示解除

(3) 避難指示

【住宅被害】

区分 水沢 江刺 前沢 胆沢 衣川 合計

床上 6 1 7

床下 6 1 1 8

合計 12 2 1 15

【住宅以外の建物被害】

区分 水沢 江刺 前沢 胆沢 衣川 合計

床上 0

床下 1 1 2

合計 1 1 2

区分 水沢 江刺 前沢 胆沢 衣川 合計

合計 0

8/1 21：22 レベル４土砂災害危険警報発表

22：25 レベル３大雨警報発表

8/2 １：20 レベル４大雨危険警報発表

１：40 レベル３氾濫警報発表

５：02 レベル４大雨危険警報からレベル３大雨警報
に切替え

７：10 レベル４氾濫危険警報発表

10：05 レベル３大雨警報からレベル２大雨注意報に
切替え

17：53 レベル４土砂災害危険警報からレベル２土砂
災害注意報に切替え

21：59 レベル２大雨注意報解除

8/3 3：20 レベル４氾濫危険警報からレベル３氾濫警報
に切替え

4：20 レベル３氾濫警報からレベル２氾濫注意報に
切替え

令和８年８月１日レベル４土砂災害危険警報発表に伴う災害対応について

(1) 各被害状況

令和８年８月１０日（月） 午前９時現在
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２ 被害状況等

市道等の通行止箇所

(5) 道路等

※冠水による通行止めはすべて解除。現在通行止めは、舗装版流出、倒木及び
橋りょう各１箇所。

(2) 避難者等

開設避難所 開設２箇所

前沢総合支所 ８月２日７：30～８月３日８：15

８月２日（日） 11：00時点 避難者19人

12：00時点 避難者８人

13：00時点 避難者０人

延べ避難者数 13世帯 28人

※生母地区センターは、８月２日10：15～15：00に開設
しましたが、避難者はおりませんでした。

【参考】

避難指示 前沢地区 2,993世帯 7,153人

古城地区 762世帯 2,075人

白山地区 421世帯 1,155人

生母地区 597世帯 1,525人

合 計 4,773世帯 11,908人

(3) ライフラインへの影響

なし

(4) 孤立化地域（解消済）

前沢字白鳥舘地内 13世帯 37人

水沢 江刺 前沢 胆沢 衣川 合計

土砂崩れ、法面崩壊 3 3 3 4 2 15

路肩洗掘、欠落 1 4 1 6

舗装損壊 1 1

砂利道の路面洗掘 6 10 4 1 21

道路側溝、水路詰り 0

倒木 2 5 6 3 1 17

河川堤防、護岸洗掘 0

冠水 7 9 1 1 18

その他 3 4 7

合 計 22 26 24 8 5 85

水沢 江刺 前沢 胆沢 衣川 合計

解除済 3 4 9 1 2 19

継続中 2 0 1 0 0 3
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令和８年８月１日レベル４土砂災害危険警報発表に伴う災害対応について
令和８年８月１０日（月） 午前９時現在
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２ 被害状況等

イ 農地・農業用施設等
(ｱ) 水田17件 ※法面・畦畔の崩落

水沢 江刺 前沢 胆沢 衣川 合計

5 8 １ 3 0 17

水沢 江刺 前沢 胆沢 衣川 合計

1 12 6 0 2 21

(ｲ) 水路21件 ※法面の崩落

(ｵ) 林道

江刺１路線
・狼沢線 路面洗堀

胆沢３路線
・上の沢線 路面洗堀、法面土砂崩落
・石渕夏油大石線 路面洗堀
・天沢線 路面洗堀

衣川１路線
・葭ヶ沢線 路面洗堀

(7) 公共施設等への影響

なし

(8) その他

なし

(ｲ)大豆 52ha（水沢 44ha、前沢 8ha）

(ｳ)りんご 300ａ（前沢のみ）

(ｴ)園芸（きゅうり、トマトなど） 71ａ（水沢 25ａ、
江刺 31ａ、前沢 15ａ）

水沢 江刺 前沢 胆沢 衣川 合計

115 0 180 0 8 303

(6) 農地・農業用施設等
ア 農地の冠水被害
(ｱ) 水稲 （単位：ha）

(ｳ) 農道３件（江刺３件）
※法面の崩落

(ｴ) 牧野
胆沢牧野にて採草地の洗堀あり
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前沢白鳥舘地区

８月３日(月)午前５時18分

水沢黒石鶴城屯所

８月２日(日)午前５時41分

前沢白鳥舘地区

８月２日(日)午前６時23分
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R8.8.2

４ 被害状況等写真【冠水】

【柿ノ木下南塩加羅線】 【鶴城１号線】

冠水通行止め（自然復旧済）

冠水通行止め（自然復旧済）

水沢真城字柿ノ木下地内（らい夢くん付近） 水沢黒石町字鶴城地内（鶴城集会所付近）

【前嘉藤舘線】

胆沢小山字舘地内

冠水通行止め（自然復旧済）
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４ 被害状況等写真（冠水）

【前沢鵜ノ木白鳥舘線】

孤立集落

【福養線】

前沢字白鳥舘地内 前沢字谷記地内

冠水通行止め（自然復旧済）

冠水通行止め

自然復旧にはなったが、路盤流出

８月３日応急済み通行可

R8.8.2R8.8.2

R8.8.3
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４ 被害状況等写真（法面崩落ほか）

【湯坪線】

法面崩落通行止め（応急解除済）

江刺藤里字湯坪地内

【下谷記内膳線】

舗装版流出通行止め

前沢生母字下谷記地内（赤生津橋東）

【牛沢枝線】

江刺玉里字新田前地内

路面洗堀通行止め（応急解除済）

県道長坂束稲前沢線

下谷記内膳線
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奥州市胆沢牧野

9-2牧区 大雨による洗堀状況
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胆沢牧野９－２牧区（金ケ崎町永沢大森後）



��



岩手県人事委員会勧告に伴う通勤手当の改定について
市議会全員協議会資料 令和８年８月17日 総務部総務課

令和７年度の岩手県人事委員会勧告に伴う当市の給与制度の取扱

いについては、岩手県人事委員会の勧告内容を踏まえて決定された

県の制度に準じた運用としたところです。

このうち、県の例規改正や具体の運用方法が未定となっていた

「駐車場利用に対する通勤手当」の状況が明らかとなり、その内容

をもって市職員労働組合との労使交渉の結果、「県に準拠する」こ

とで合意が得られたことから、関係条例の改正及び関係予算の補正

を９月定例会に提案するものです。

１

(1) 改正内容

ア 対象職員

以下の要件を満たす者（常勤特別職、正職、会計年度）

(ｱ) 自動車等に係る通勤手当が支給されている者

(ｲ) 通勤のために駐車場を利用することが常例であること

県人事委員会の勧告内容及び県、当市の対応方針 県適用日 市適用日

(1)オートバイの使用距離区分の新設 R5.1.1

R8.4.1

(2) 支給限度額の引上げ（15万円/月） R7.4.1

(3) 自動車等の使用距離区分ごとの支給額の引上げ R8.1.1

(4) 自動車等の使用距離区分の新設 R8.4.1

(5) 駐車場利用に対する通勤手当の新設 R8.4.1 R8.10.1

イ 対象となる駐車場

(ｱ) 勤務公署の周辺にある施設（職員用駐車場を含む）

(ｲ) 認定された経路上の駅、停留所等周辺にある施設

※ただし、自転車専用駐車場、配偶者若しくは扶養親族に料

金を支払うこととなる施設は対象外

ウ 支給額

(ｱ) 駐車場の料金に相当する額（上限額 5,000円/月）

(ｲ) 複数駐車場利用の場合は合算額（上限額 5,000円/月）

(ｳ) 通勤手当全体の上限額は駐車場分を含め15万円/月

(2) 改正例規

ア 奥州市一般職の職員の給与に関する条例

イ 奥州市一般職の職員の通勤手当に関する規則

(1) 対象者数 576名（常勤特別職・正職387名、会計年度189名）

(2) 所要額 8,446千円（全会計合計、６か月分）

会計 常勤特別職・正職員 会計年度任用職員

一般会計 5,082千円(290名) 1,307千円(110名)

特
別
会
計

国保特会 ― 173千円( 10名)

介護特会（保険） ― 84千円( 11名)

後期高齢者医療 ― 24千円( 1名)

企業会計（医療局） 1,320千円( 97名) 456千円( 57名)

小計 6,402千円（387名） 2,044千円（189名)

総計 8,446千円(576名)

２ 県人事委員会の勧告内容及び県、当市の対応方針

１ 趣旨

３ 制度の改正内容等

４ 改定に伴う所要額



岩手県人事委員会勧告に伴う通勤手当の改定について

導入時期 県・市

令和８年４月１日 岩手県、大船渡、北上、一関、陸前高田、滝沢

令和８年７月１日 盛岡

令和８年10月１日 花巻、奥州

※宮古と釜石は、今後、対応を検討する予定。

久慈、遠野、二戸、八幡平は見送る予定。

２

５ 県及び県内市の対応状況


